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 調査結果の一例として、2009年 11 月 14 日稼働の出水

時調査の結果をᅗ2に示す。総降雨量 16.0 mmの降雨に 
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表 1 出水時調査結果の概要（調査数 13） 

min max min max min max min max min max min max min max min max
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図 1 施設の概要と出水時の水の流れ 
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対する一時貯留池内の水量と流出入水質の経時変化が

示されている。降雨が止んだことと、一時貯留池での沈降

が進んだことが相まって、SSやTP、PPでは、流入開始後 3

～5 時間で流入部の水質が流出部の水質と同じレベルに

まで下がっている。PNについても同様の傾向がみられるも

のの、TN は流出入水質に差がないことから、TN の大部分

を占める溶存態については除去機能が期待しにくいことが

わかる。PAHs については、それらを構成するベンゼン環

の数で、低環（2～3 環）、中環（4 環）、高環（5～6 環）に整

理して示してある。いずれも他の懸濁態物質の挙動とよく

似た傾向を示すものの、水質レベルは安定しない。⾲ 2 に

2009年 11 月 14 日稼働の出水時調査における汚濁物の

収支を整理して示す。ここでは、流入開始から流入停止ま

での積算流入負荷量と、流出開始から一時貯留池が定常

の水位に戻るまでの積算流出負荷量の差から、みかけの

除去率を算定している。いずれの項目についても、除去率

はあまり高い結果とはならなかった。これは流入水質が早

い段階で低下し、除去効果を発揮することができなかった

も 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものと考える。各出水時調査における流入のピーク水質と

流出水質の関係を図 3 に示す。ピーク流入水質の高低に

関わらず、一時貯留池においてある程度の幅に収まる値

まで水質を低下させ、流出させていることが分かる。ピーク

流入水質に対する平均流出水質の割合は、ピーク流入水

質が高かった稼働では 0.89％～19％となり、ピーク流入水

質が低かった稼働では 26％～68％となった。このことから、

高い濃度の流入がある方がより効率的な汚濁物の流出抑

制効果が期待できることがわかる。しかしながら、SSなどほ

かの懸濁態物質に比べると、PAHs におけるピーク流入水

質の低減効果は小さく、こうした物質が依存する粒子の粒

径や物性が影響しているものと思われる。 
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表 2 2009/11/14 出水時調査汚濁物収支 

SS TN TP 低環PAHs 中環PAHs 高環PAHs

積算流入量 (kg) 548 35.5 3.76 3.08 0.34 0.15

積算流出量 (kg) 343 29.6 2.63 2.23 0.17 0.08

除去率＊ (%) 37.5 16.6 30.2 27.6 49.5 44.6
＊除去率（％）＝（積算流入量－積算流出量） / 積算流入量×100
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図 2 2009/11/14 出水時調査変動図 図 3 ピーク流入水質と流出水質 
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